
できたことを自信に、次の一歩へ！  
校長 永久 亮 

長い夏休みが終わり、学校に子どもたちの元気な声と笑顔が戻ってきまし

た。改めて「学校の主役は子どもたち」だと感じています。 

２学期は、学習や様々な行事を通して大きく成長する学期です。友達と力を合わ

せたり、新しいことに挑戦したりしながら、一人ひとりが自分の力を伸ばしてくれ

ることを楽しみにしています。 
１学期の学校評価アンケートでいただいたご意見を大切にしながら、子どもたち

が「学校が楽しい」「もっとやってみたい」と思える学校づくりをさらに進めてま
いります。２学期も、温かいご支援をよろしくお願いいたします。 

 

 
毎年４月に６年生を対象とした「全国学力・学習状況調査」が実施され、７月に

結果が公表されました。今回「児童質問紙」から見えた“厚南小の素敵なところ”

を紹介します。 

質問事項（厚南小の素敵なところ） 厚南小 山口県 全国 

人が困っているときは、進んで助けていますか 96.9% 93.5% 92.7% 

いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思いますか 98.9% 96.8% 96.2% 

困りごとや不安がある時に、先生や学校にいる大人にいつでも

相談できますか 
86.3% 74.3% 70.6% 

人の役に立つ人間になりたいと思いますか 97.9% 96.9% 95.8% 

地域や社会をよくするために何かしてみたいと思いますか 90.5% 83.0% 80.1% 

分からないことやくわしく知りたいことがあったときに、自分

で学び方を考え、工夫することはできていますか 
84.2% 78.5% 79.4% 

授業で学んだことを、次の学習や実生活に結びつけて考えたり、

生かしたりすることができると思いますか 
89.4% 80.6% 80.8% 

授業や学校生活では、友達や周りの人の考えを大切にして、お

互いに協力しながら課題の解決に取り組んでいますか 
96.8% 92.5% 91.4% 

この結果を見て何よりうれしく感じたのは、子どもたちの中に「人を大切にする

心」と「よりよく生きようとする気持ち」が育っていることです。困っている人を

助けること、人の役に立ちたい、地域や社会をよりよくしたいと思うことは、これ

からの社会を生きる上で大切な力です。 

また、自分で考え工夫して学んだり、友達と協力したりする姿も育っています。

こうした子どもたちのよさを大切にしながら、これからも家庭・地域の皆様ととも

に、「ふるさと厚南を愛し、進んで活躍できる子ども」を育てていきたいと思います。

  厚南小だより 

チャレンジ目標「進んであいさつ だまって掃除 天気のいい日は外あそび」 

          
☆学校ホームページはコチラから！ 
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日 曜 行事予定 

1 火 安全点検 委員会活動 

2 水 ＳＣ来校（午前） 

3 木  

4 金  

5 土  

6 日  

7 月  

8 火 さわやかあいさつデー 

9 水  

10 木 社会見学（5 年） 

11 金  

12 土  

13 日  

14 月  

15 火 代表委員会 

16 水 学校運営協議会（第 3 回） 

17 木 ＳＣ来校（午前） 

18 金  

19 土  

20 日  

21 月 敬老の日 

22 火 国民の休日 

23 水 秋分の日 

24 木 社会見学（4 年） 

25 金 集金日 

26 土 参観日・愛校バザー 

27 日  

28 月  

29 火 委員会活動 

30 水 
社会見学（1 年） 

元気パワーアップ週間（～10/2） 

 

 

 

９月行事予定 

地域とともに考える 

～子どもたちの提案から広がる熟議～ 

 ８月３日（月）、本校において、小中一貫

教育合同研修会（拡大学校運営協議会）が開

催され、今年度は５・６年生（14 名）が参

加しました。 

「厚南中学校区をきれいにするには？～

居心地の良い厚南をめざして～」をテーマ

に、厚南小学校・西宇部小学校・厚南中学校

の児童生徒が、それぞれの学校で考えた取

組やアイデアを発表しました。 

発表後は、児童生徒、地域の方、教職員が

少人数のグループに分かれて熟議を行いま

した。子どもたちの提案をもとに、「もっと

よい取組にするにはどうしたらよいか」「学

校や地域でどのようなことができるか」な

ど、それぞれの立場から意見を出し合いま

した。 

子どもたちにとって、自分たちの考えを

伝えるだけでなく、地域の方や他校の児童

生徒、教職員の様々な考えに触れ、提案をさ

らに広げたり深めたりする貴重な機会とな

りました。今回の学びを、これからの学校や

地域での取組につなげていきたいと思いま

す。 

 

 

 


